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研究成果の概要（和文）： 
  本研究では、我々が提案するダブルループ教授設計プロセスモデルに基づき、授業計画

と実施結果の差異に着目した新しい授業ふり返り手法を提案、開発するとともに、そのた

めのふり返り支援システムの設計、実装を行った。また、提案手法および実装したシステ

ムを実授業に適用した実証実験を行った結果、本手法により効率的かつ効果的なふり返り

を実施できるとともに、具体的な授業計画の改善・向上が期待できることを確認した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
  In this study, we proposed and developed a new methodology for teacher reflection 
based on double loop instructional design process model we are proposing, and also 
developed a system that facilitate the proposed methodology. We applied the developed 
methodology and system to actual lessons in order to investigate the effectiveness of 
them, and confirmed that we are able to perform teacher reflection efficiently and 
effectively with them and improve teaching plan definitely. 
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１．研究開始当初の背景 
  近年、高等教育におけるファカルティ・デ

ィベロップメントの義務化等、授業の改善・

高度化およびそのための教育スキル向上に

対する要求が高まっている。とりわけ、新任

教師や、また、経験豊富な教師であっても、

新規授業科目の開講時には、設計、実施した

授業の改善や高度化が求められる。一般に、

このような授業計画の改善や高度化、これに

よる教育スキル向上には、実施した授業に対

して教師が省察や分析を行うふり返り活動

(リフレクション)が有効とされる。 
  しかしながら、ビデオ記録や逐語記録を利

用した既存ふり返り手法では、その準備や確

認に多大な時間と労力を要するだけでなく、

そのままでは授業記録全体のうち、どこを確

認対象とすればよいかが十分明確になって

おらず、その結果、ふり返り活動の実施にか

かる負担は極めて大きく、現場での日常的か

つ継続的な実践を困難としていることも指
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摘されている。教師による日常的なふり返り

を実現し、授業の改善・高度化、ならび教育

スキルの向上をはかるためには、これらの問

題を解決し、短時間で効率的、かつ効果的な

ふり返りを可能とする実践的な手法が求め

られる。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、既存ふり返り手法の問題

を解決する、情報技術を活用した新しいふり

返り手法を開発することにある。そのために

本研究では、我々がこれまで提案してきた、

授業中の対話に重点を置いた成長型教授設

計プロセスモデルであるダブルループ教授

設計プロセスモデルに基づき、授業中の教

師と生徒との対話に着目することで、計画

からの修正箇所や経過時間等、確認候補と

なるポイントを明確化でき、短時間で効果

的なふり返りを実現できる新しいふり返り

手法を開発する。また、本研究では、本研

究で開発するふり返り手法に基づき実施し

た授業から即座にふり返り資料を半自動生

成する、ふり返り支援システムを開発する。 
 
３．研究の方法 
  本研究では、ダブルループ教授設計プロセ

スモデル(図 1)に基づき、授業計画と実施結

果との差異に着目し、これをふり返るべきポ

イントの候補として捉えることで、教師本人

による短時間で効果的なふり返り活動を可

能とする新しい授業ふり返り手法を提案、開

発する。 

図図図図 1: ダブルループ教授設計プロセスモデル 

 

  また、提案手法に基づき、授業終了後、即

座に、ふり返り活動を実施可能とするふり返

り支援システムとしてのソフトウェアを開

発する。その上で、提案手法ならびに開発シ

ステムの有効性評を行うとともに、これによ

るふり返り活動の実用化手法を開発する。 

  以下、具体的な実施方法を示す。 

 

(1) 授業計画と実施結果の差異に着目した授

業リフレクション手法の開発 

  先ず、本研究で提案するふり返り手法を明

らかにするために、実授業、ならびに模擬授

業による研修等の観察を通じ、どのような教

授行動が観察され、どのように特定可能かを

確認する。また、この観察結果に基づき、教

師がふり返るべきポイントの候補を定義し、

これらのポイントの効果的な確認方法を検

討し、ふり返りに用いる資料の提示手法(形

式)を開発する。 

 

(2) 提案手法に基づくふり返り支援システム

の開発 

  ここでは、将来的な情報技術活用教育を念

頭に置き、提案手法によるふり返りの実施支

援のために、ふり返り資料の半自動生成と、

その資料と関連付けられた板書内容と授業

ビデオの同期再生を可能とするふり返り支

援システムを設計、実装する。 

  そのために、これまでの研究成果であるマ

ルチメディア教材の対話的提示・操作が可能

な対話型教授システム IMPRESSION(図 2)と、

研究協力者の岩手県立大学ソフトウェア情

報学部の橋本氏が開発した動画ストリーミ

ングミドルウェア MidField を統合するとと

もに、板書内容と授業映像からなる授業記録

方式とその再生方式、授業遷移の様子と併せ

た各種イベントの提示方式を開発し、授業記

録へのリンクを有する電子的なふり返り資

料を自動生成し、またそのリンクから、任意

の箇所からの授業記録の同期再生が可能な

ふり返り支援システムを設計、実装する。 

図図図図 2: 対話型教授システム IMPRESSION    

 

(3) 実証実験による提案手法の有効性評価 

  本研究の成果として得られるふり返り資

料の形式、ならびふり返り支援システムをそ

れぞれ実授業に適用した実証実験を実施し、

提案手法の有効性評価を行う。具体的には、

通常の一般的な授業の 1つである黒板への板

書による授業に対し、本研究で開発するふり

返り資料を適用し、また、本研究で念頭にお

いている将来的な情報技術活用授業として

の IMPRESSION を利用した授業に対し、同じ

く本研究で開発するふり返り支援システム

を適用し、それぞれ授業リフレクションを実

施することで、効率、ならびに効果に関する

評価を行う。 
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(4) 提案ふり返り手法の活用手法の検討 

  本研究の成果として得られるふり返り手

法の汎用化に向け、異なる授業形態による授

業の設計、実施を行い、提案手法の適用可能

性を確認するとともに、研究協力機関の協力

のもと、当該機関が実施する各種 FD や若手

教師育成事業等の取り組みに関する調査研

究を行い、これに基づき、提案手法を適用し

た FD 研修プログラムの開発を検討する。 

 

４．研究成果 

(1) 授業ふり返り手法とその資料形式 

  今回、実際に大学で開講されている複数の

授業科目を例にとり、その記録・観察を行い、

観察者によらない客観的な視点により観察

可能な教授行動の特定、および教師がふり返

るべきポイントの候補を定義した。その上で、

先ず、プレゼンテーションツールを利用した

スライド提示型授業を対象とし、授業観察の

結果として得られたポイントの効果的な確

認方法を検討し、提案ふり返り手法で用いる

ふり返り資料の形式を開発した(図 3)。 

図図図図 3: スライド提示型授業用ふり返り資料例    

 

  次に、スライド提示型授業のためのふり返

り資料の形式を基に、一般的な授業形式であ

る黒板への板書と口頭説明による板書型授

業、ならびに本研究で念頭に置く将来的な情

報技術活用型授業として IMPRESSION 等の対

話型教授システムによる授業に適用可能と

すべく、同様に大学の実授業を対象としてそ

の観察、分析を行い、そのためのふり返り資

料の形式を新たに開発した(図 4)。 

図図図図    4444: : : : 板書型授業用ふり返り資料例    

 

今回開発したふり返り資料の形式により、

実授業を対象とした授業リフレクションお

よび授業計画の改変に関する継続的な実証

実験を行った結果、提案手法を利用し、効率

的にふり返りを行えるとともに、新規内容へ

の改変を含む具体的な授業改変を行えるこ

とが確認された。 

 

(2) ふり返り支援システム 

  (1)で明らかにしたふり返り資料の形式に

基づき、対話型教授システム IMPRESSION と

動画ストリーミングミドルウェア MidField

を統合、拡張し、教示内容の遷移を各シーン

のサムネイルにより時系列に沿って提示す

るとともに、個々のサムネイルを選択するこ

とにより、任意の箇所からの教示内容と動画

の同期再生を可能とする、ふり返り支援シス

テムを設計、実装した(図 5)。 

図図図図 5: ふり返り支援システム 

 

  今回開発したシステムを利用し、既存手法

との比較実験を行ったところ、ビデオを利用

したふり返りと同等の内容を確認でき、また、

短時間で効率よくふり返りを実施できるこ

とを確認した(図 6)。 

(a)言及件数と確認，評価，改善の割合 

(b) 1 分当たりの言及件数 

図図図図 6: 総言及件数と 1 分当たりの言及件数    

(3) 提案ふり返り手法の活用手法の検討 

  今回、豪州メルボルン大学高等教育研究セ

ンターの協力のもと、研究協力者である同大
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学客員研究員の今野氏とともにメルボルン

大学が実施する各種教育支援プログラムや

取り組みの調査を実施するとともに、これま

での研究成果、ならびにこの調査結果に基づ

き、若手大学教員のための FD 研修プログラ

ムを開発し、H22 年ならびに H23 年の 2 回、

メルボルン大学を会場とした FD 研修の実践

的試行を行い、提案手法を反映した FD 研修

プログラムを実施できることを確認した。 

 

(4) 結論 

  以上、ダブルループ教授設計プロセスモデ

ルに基づき、授業計画と実施結果の差異に着

目した新しい授業ふり返り手法を提案し、そ

の詳細を明らかにするとともに、提案手法に

基づく授業ふり返り支援システムを設計、実

装した。また、提案手法および開発したシス

テムによる実証実験を実施した結果、提案手

法により、既存授業および情報技術活用授業

の双方において効率的かつ効果的なふり返

りを実施可能とし、具体的な授業計画の改

善・向上が期待できることを確認した。 
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